
■令和元年度の配備実績
○危機管理部では、24時間365日、各種災害対応や危機事象に即応して配備体制をとっている。

※高知県災害対策本部規定　別表７（第12条関係）より抜粋　（震災時も同様に配備体制の設置あり）

○以下のグラフは、H25～R1までの配備体制（第１～２）と本部体制（第３～４）を、年度ごとにまとめたもの。

○上段のグラフのとおり、配備体制の回数は年平均14回、本部会議の回数は年平均８回であり、年々増加傾向にある。

○下段のグラフのとおり、配備体制をとった日数は年平均41日であり、年々増加傾向にある。

○H26年は台風第12・11号による８月豪雨、H30年は７月豪雨（西日本豪雨）で増。

配備体制 配備基準　（風水害）

第１配備（警戒体制） 県内に気象等警報が発表されたとき

第２配備（厳重警戒体制） 台風が接近するなど厳重な警戒が必要なとき

第３配備（災害対策本部体制） 台風や集中豪雨等により被害の発生がほぼ確実であるとき

第４配備（災害対策本部体制） 被災区域が市町村域を超え広域にわたる場合、等
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資料１



■R元年度災害配備体制記録

配備
体制

本部
体制

全体

1 05月11日地震災害 5月11日 1 1 ★宿毛市震度４

2 05月12日地震災害 5月12日 1 1 ※宿毛市震度３

3 05月14日遠地地震災害 5月14日 1 1 ※パプアニューギニアでM7.7

4 05月20日大雨災害 5月20日～21日 2 2 ★東洋町で災害対策本部

5 06月07日大雨災害 6月7日 1 1

6 06月14日大雨災害 6月14日 1 1

7 06月18日山形沖地震災害 6月18日～19日 2 2 ※新潟県震度６強

8 06月23日大雨災害 6月23日 1 1 ★高知市で床下浸水

9 06月27日大雨災害 6月27日 1 1 1 ★東洋町が災害対策本部

10 07月03日大雨災害 7月3日～4日 2 2 1 ★宿毛市ほかで災害対策本部

11 07月09日大雨災害 7月9日 1 1 ★土佐清水市で床下浸水

12 07月11日大雨災害 7月11日 1 1 ★室戸市で災害対策本部

13 07月18日大雨災害 7月18日 1 1 ★宿毛市で災害対策本部

14
台風第５号災害
（＋07月21日大雨災害）

7月20日～21日
7月21日～24日 4 1 5 1 0

★県が災害対策本部
※一つの災害としてまとめ

15 台風第８号災害 8月5日～6日 2 2 1

16 台風第10号災害 8月13日～16日 1 3 4 1 2 ★県が災害対策本部

17 09月05日大雨災害 9月5日 1 1

18 09月07日大雨災害 9月7日 1 1 ★四万十市が災害対策本部

19 台風第17号災害
9月22日、
9月22日～23日 2 2 1

★香南市、四万十町、安芸市で
　　被害あり

20
10月02日大雨災害
（台風第18号災害）

10月2日～3日 1 1 2 0 ★県が災害対策本部

21 台風第19号災害 10月11日～15日 5 5 1 ★南国市、東洋町が災害対策本部

22 10月24日波浪災害 10月24日～25日 2 2

23 11月26日地震災害 11月26日 1 1
※愛媛県で震度４
（高知は最大震度２）

24 01月07日暴風災害 1月7日～8日 2 2 ★田野町で住家被害

25 01月27日暴風災害 1月27日～28日 2 2 ★室戸市が本部設置

40 5 45 7 2 ★＝16

※06月21日～06月22日（２日間）の北川村山林火災（第２配備）は除く（災害ではなく、火災対応のため）

配備日数

合計

災害名 配備期間
連絡員
会議
（回数）

本部
会議
（回数）

備考
（★＝確定報告有）


